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第4 章では、作製した板厚 5 mm及び 2.5 mm の超小型試験片を用いて破壊靭性試験を実施し、レーザ溶接硬質
部による塑性拘束によって、実機元厚試験片と同様の脆性破壊を超小型試験片において再現できること、及び、破壊
靭性値の板厚効果もかなり小さくなることより、提案した超小型試験片の拘束増大法の有効性を検証している。





























(4)C02 レーザ溶接によって作製した厚さ 5 mm 並びに 2.5 mm の超小型試験片を用いて破壊靭性試験を実施し、実
機元厚試験片と同様の脆性破壊を再現できることを実証している。本手法によれば、通常の破壊靭性試験で経験さ
れる破壊靭性値の板厚効果はかなり小さくなる。
(5)超小型試験片では、硬質部による塑性拘束によって応力多軸度が実機元厚試験片よりも大きくなりうる反面、脆性
破壊発生のプロセスゾーンの寸法が元厚試験片よりも必然的に小さくなる。このような特性をもっ超小型試験片の
脆性破壊限界をワイブル応力で、評価すると、実機元厚試験片とほぼ同じ値の限界ワイブル応力となる。このワイブ
ル応力クライテリオンによって、超小型試験片の破壊靭性試験結果から、任意厚さの実機元厚材の破壊靭性値を評
価することができる。
以上のように、本論文では、実機プラントの破壊靭性値を実性能にほとんど影響を与えない小試片を実機から直接
採取して評価する手法について検討し、硬質部による塑性拘束を利用することで実機元厚材と同様の破壊モードを小
型試験片において再現でき、その破壊限界ワイブル応力は実機元厚材とほぼ等しくなることから、小型試験片の靭性
試験結果から実機元厚材の破壊靭性値を評価できることを示している。ここで提案された超小型破壊靭性試験法は、
数多之の既設プラントの経年劣化診断及び寿命予測に適用できることが期待され、その成果は、構造強度評価工学、
あるいは構造生産工学などの発展に寄与するところが大である。
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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